
是石 真紀
（スポーツニッポン）

スポニチボートレース
@sponichiboat7月8日 12R 優勝戦展望締切：16時20分（予定）
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優勝戦買い目　❶＝❹❸❷
是石記者 予想

松井　　繁
A1 56歳・3415・64期・大阪

岡村　慶太
A1 38歳・4545・104期・福岡

白水　勝也
A1 53歳・3576・70期・福岡

海野康志郎
A1 38歳・4324・95期・山口

原田　佑実
A2 38歳・4372・97期・大阪

前野　竜一
A2 46歳・4015・84期・山口

艇
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手探り状態でも仕上げるのはさすが
前検は「違和感はあったけど足は悪くなかったと思うよ」と見た目の気配もマズ
マズな感じ。初日を連勝としたが「あまりいいことはないのかも。バイオの経験も
あまりないので、いろいろと試している感じ」と手探り状態だったようだ。2日目
から感触が上向いて予選5勝をマーク。尼崎17Vへ貫禄の逃走劇を披露する。
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何とか立て直したものの伸びは劣勢
前検日の2連対率が10.9％しかない下位エンジン。前節は元々良くなかったのに、
転覆事故で追い打ちをかけた。出足は戦えるレベルでインは3戦3勝とコース実
績の高さを示すことができた。ただし5日目前半レース4着の気配を見ても分かる
ように、伸びは弱めで競ると厳しい足。今年4Vの決定力を駆使して凡機を操りたい。
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上昇続ける隠れ良機は強力伸び自慢
2連対率は25.4％と控えめだが、GⅠセンプルカップで新開航が出足を中心に
良好だった隠れ良機。前検スタート練習から伸びていた。実戦でも軽快な伸びで、
合っていなくても回っていなくても伸びる。準優11Rは4カド捲りで快勝した。
尼崎15回目の優出を決めたセンプル巧者が、2009年以来、5回目の当地Vを狙う。
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旬のエンジン×減量効果＝抜群の足
6月に馬場剛（優勝）→森智也（3着）と連続優出中、旬のエンジンが相棒である。
序盤は尼崎の新バイオへの対応に戸惑いもあったようだが、3日目あたりから
伸びを中心に良機の手応えを感じ取った。5日目の出走表の体重表記は62㌔→
56㌔。6月鳴門グラチャンでSG初優出を決めた勢いで尼崎初Vを目指す。

連続優出機でグリグリの実戦足完成
6月に登みひ果（デビュー初優出・5着）→黒井達矢（GⅠセンプルカップ・3着）で
連続優出の好調エンジン。前検日はスタートで起きずに気配が判然としなかった。
実戦では乗りづらい時があったが、舟足は上々。準優ではペラ調整の成果が
出て乗り心地も良かった。準優11Rと同じ5枠から見せ場をつくってくる。
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低調エンジンなりに悪くない雰囲気
準優10Rで3着だったが、2着選手が不良航法で賞典除外。繰り上がりでの優出と
なった。2連対率21.1％の低調エンジンは前検にペラを叩いても手応えは芳しく
なかったが、初日時点で「旋回系の足がマシ」と立て直しに成功。普通ぐらいの
足を維持してペラ調整で回り足がアップした。大外からスタート攻勢を決めるぞ。
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3号艇  白水 勝也
前検から「このエンジンどうなの？班で
も伸びて行きましたよ」と2連対率の低さを
感じさせない伸びが光っていた。インで2敗して
いるが、準優は4カド鋭発で一撃必殺。2号艇の
岡村慶太はそう伸びないので、センター
枠から絞り込むシーンもあるぞ。
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今節は、23年2月（優出4着）以来となる尼崎一般戦の参戦となった。何度も語り尽くされ
ているが改めて確認しておくと、ボートレース界の絶対王者は、無類のセンタープール巧者。
尼崎SG4優出2V（2009年ダービー、2014年クラシック）、GⅠ18優出7V（周年記念5回、
近畿地区選手権2回）と圧巻の実績を残す。尼崎通算656走目となった準優12Rの逃げ勝利は当地234勝目で、センプル37回目の
優出となった。かつて「尼崎は自分を育ててくれた水面」と地元同様の思いを語ったことがある。先月のGⅠセンプルカップは不在で
あったが、今年は4月住之江GⅠ太閤賞Vなどレジェント健在。2017年GⅠセンプルカップ以来の当地Vへ臨戦態勢は整った。

1号艇   松井繁


